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I am…

•神沢雄⼤ Yuta Kanzawa (twitter: @yutakanzawa)
• Data scientist at Janssen Japan, Tokyo
• A pharmaceutical company of J&J

• Opera & wine lover
• Wagner
• Bourgogne

• 7 languages
• Human: Japanese, English, German
• Computer: R, Python, SAS, SQL
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https://twitter.com/yutakanzawa


アジェンダ

•今⽇話すこと
• 国⼟数値情報API

•今⽇話さないこと
• 国⼟数値情報
• Python
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始まり︓⽇本の1キロメッシュの年平均気温図を作りたい。
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*1 https://www.r-bloggers.com/temperature-changes-in-germany-visualized-in-r/
*2 https://www.zeit.de/wissen/umwelt/2019-12/klimawandel-globale-erwaermung-warming-stripes-wohnort



元ネタを調査

• ドイツは気象局謹製の公式データがある。
• 1881年以降の年次データ
• 1キロメッシュ
• Ersi ASCII grid
• R bloggersはそのデータを使⽤。 à ⽇本では︖

• そもそも、ドイツの気象局はどのようにして1キロメッシュで推定したのか︖
• 元データの添付⽂書を読んだが、細かい⼿法の記載はない。 à 類似事例︖
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更に調査︓⽇本のデータ

•気象庁謹製の「メッシュ平年値図」*1
• 1981〜2010年の平年値を使って1kmメッシュで推定した平年値
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*1 https://www.data.jma.go.jp/obd/stats/etrn/view/atlas.html



更に調査︓類似事例

• 「メッシュデータを⽤いた地形因⼦解析法による任意の地点の平均⾵速
の推定⽅法に関する研究」（⼩峯・村上・柴⽥・松野 1980）*1
• 「地形因⼦解析法による1km四⽅メッシュの年最⼤積雪深の推定 」
（桜井・城 1987）*2、など

•過去の気象データと地形データから重回帰
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*1 https://www.metsoc.jp/tenki/pdf/1980/1980_12_0849.pdf
*2 https://ci.nii.ac.jp/naid/110008012688

どこにある︖



調査︓データ

•気象データ
• 気象庁「過去の気象データ・ダウンロード」*1

• この話はまたいずれ。

•地形データ
• 「標⾼・傾斜度3次メッシュデータ」*2

• 東⽇本⼤震災後のものはない。

• 「⼟地利⽤3次メッシュデータ」*3
• 同じ地形でも、建物や植⽣によって気温は違うはず。

• 例︓ビル街と公園
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*1 https://www.data.jma.go.jp/gmd/risk/obsdl/index.php
*2 http://nlftp.mlit.go.jp/ksj/gml/datalist/KsjTmplt-G04-a.html
*3 http://nlftp.mlit.go.jp/ksj/gml/datalist/KsjTmplt-L03-a.html

国⼟数値情報



国⼟数値情報からダウンロード
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1. 「ダウンロード」をクリック。
2. 確認ダイアログにて「OK」
3. 更にダウンロードダイアログにて「OK」
4. ダウンロード完了︕

*1 http://nlftp.mlit.go.jp/ksj/index.html



国⼟数値情報からダウンロード
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176個︕

*1 http://nlftp.mlit.go.jp/ksj/index.html



API
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*1 http://nlftp.mlit.go.jp/ksj/index.html

あった



2014年12⽉公開の「試⾏版」*1（のまま...）

• しかし、ちゃんと動く︕
• 仕様書*2もあり、使い⽅が理解しやすい。

• ただし、APIが返すのは「ZIPファイルダウンロードURL」*3。
• データそのものではない。
• ダウンロードは⾃分で実装。

•古いデータの中にはAPIで取得できないものがある模様。
• 是⾮拡充してほしい︕
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*1 http://nlftp.mlit.go.jp/ksj/api/about_api.html
*2 http://nlftp.mlit.go.jp/ksj/api/specification_api_ksj.pdf
*3 データの概要情報も取得可能。



実装してみた︓
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Next steps

•国⼟数値情報API
• ダウンロード機能をライブラリ化してみたい（RやPython）。
• To 中の⼈︓正式化と対応データ拡充を是⾮お願いします︕

•⽇本の年平均気温図
• 気象庁サイトからの気象データダウンロード︓⼤変そう

• 意図的にAPIを⽤意していない。
• 継時的な観測所のリストがない。

• サイトのHTMLからマイニングできそう*1。
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*1 http://washitake.com/weather/amedas/obs_stations.md



Enjoy!
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